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第４８号

大 宮 地

地区振興会

＜大宮地地区の人口＞
（令和４年５月末現在）

人口317人(前年同月比 16人減)

（内訳：男138人・女179人）

世帯数 154世帯

６５歳以上 176人

高齢化率 55.52％

（前年同月比 3.57％増）

日
頃
か
ら
、
地
区
振
興
会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
12
日
（
木
）
、
理
事
会
を
開
催
し
次
の
よ
う
な

内
容
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

【
議
案
内
容
】

・
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

以
上
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
年
度
の
総
会
開
催
を
検
討
し
た
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
「
書
面

決
議
」
に
よ
り
行
う
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

会
員
51
名
中
、
賛
成
47
名
で
過
半
数
以
上
を
も
ち
ま

し
て
５
月
25
日
（
水
）
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大
宮
地
地
区
振
興
会
だ
よ
り

清

流

【
役
員
紹
介
】
※
任
期
２
年
（
Ｒ
４
・
Ｒ
５
）

《
敬
称
略
》

会

長
：
野
崎
正
純
（
新
）

副
会
長
：
土
岐
次
雄
（
新
）

長
嶋
幸
則
（
新
）

監

事
：
本
多
一
溢

長
嶋
久
夫
（
新
）

顧

問
：
船
元
良
己
（
新
）

【
区
長
さ
ん
の
紹
介
】

中
山
区
長

益
田
志
津
則
（
新
）

中
浪
区
長

長
嶋
久
夫
（
新
）

中
央
区
長

松
田
嘉
秀
（
新
）

大
宮
区
長

舩
元
隆
之
（
新
）

釜

区
長

船
元
一
徳
（
新
）

【
新
役
員
さ
ん
の
紹
介
】

浪
床
分
館
長

浪
床
耕
三

中
鶴
分
館
長

小
辻
誠
二

中
村
分
館
長

園
田
耕
志

下
釜
分
館
長

桑
野
重
治

中
鶴
分
館
女
性
代
表

濵
浦
和
子

中
村
分
館
女
性
代
表

本
田
久
子

下
釜
分
館
女
性
代
表

桑
野
セ
イ
子

交
通
安
全
協
会
支
部
代
表

清
水
宏
文

地
区
消
防
団
代
表

清
水
一
平

大
宮
地
子
ど
も
会
代
表

中
林

淳

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
代
表

小
田
さ
ゆ
り

※
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

令
和
４
年
度

大
宮
地
地
区
振
興
会
総
会

こ

の

度

、

会

長

職

と

い

う

重

責

を

担

わ

せ

て

頂

く

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

私

は

、

八

年

程

前

に

退

職

し

、

大

宮

地

に

戻

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

区

長

や

振

興

会

の

副

会

長

な

ど

努

め

な

が

ら

、

地

域

の

皆

様

と

交

流

を

深

め

ふ

る

さ

と

を

知

り

、

ふ

る

さ

と

の

良

さ

に

ふ

れ

る

機

会

を

得

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

と

に

、

振

興

会

は

会

長

を

中

心

に

様

々

な

活

動

を

行

う

地

域

の

要

で

、

活

性

化

に

無

く

て

は

な

ら

な

い

も

の

だ

と

痛

感

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

こ

こ

数

年

は

新

型

コ

ロ

ナ

に

よ

り

、

思

う

よ

う

な

活

動

も

出

来

ず

、

地

域

の

皆

様

も

残

念

な

思

い

を

な

さ

っ

て

お

ら

れ

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

幸

い

近

に

な

っ

て

少

し

ず

つ

活

動

で

き

る

よ

う

な

状
況

に

好
転

の

兆

し
が

見

え

て

き

ま

し
た
。

今

年

は

、

「

は

ま

ぼ

う

観

察

週

間

」

を

手

始

め

に

、

花

壇

の

花

植

え

、

神

掛

け

の

滝

登

山

道

の

整

備

、

シ

ロ
ウ

オ

祭
り

な

ど

も
開

催

で

き

れ

ば

と
願
っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

ど

う

か

皆

様

、

本

年

度

も

地

区

振

興

会

に

ご

支

援

と

ご

協

力

を

頂

き

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。後

に

な

り

ま

し

た

が

、

船

元

前

会

長

の

長

年

に

わ

た

る

ご

尽

力

に

対

し

ま

し

て

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

、

就

任

の

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

会

長

就

任

の

ご

挨

拶

大

宮

地

地

区

振

興

会

会

長

野

崎

正

純
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《
今

年

度

の

主

な

行

事

・

事

業

計

画

》

(
)

は

開

催

予

定

時

期

◆

公

民

館

部

会

活

動

交

流

班

☆

大

宮

地

地

区

運

動

会(

10

月

上

旬)

☆

女

性

ス

ポ

ー

ツ

大

会(

11

月

中

旬

）

☆

福

祉

講

座(

11

月

中

旬)

☆

新

和

地

区

駅

伝

大

会

参

加(

１

月

８

日)

☆

グ

ラ

ウ

ン

ド

整

備(

随

時)

◆

公

民

館

部

会

生

活

環

境

班

☆

花

い

っ

ぱ

い

運

動(

６

月

・

11

月)

☆

ク

リ

ー

ン

作

戦(

７

月

17

日)

◆

産

業

振

興

部

会

☆

地

域

財

産

の

保

全

活

動

(

は

ま

ぼ

う

群

生

地

・

神

掛

け

の

滝)

☆

大

宮

地

八

幡

宮

大

祭

バ

ザ

ー

出

店(

10

月)

☆

楊

貴

妃

祭

り

バ

ザ

ー

出

店(

11

月)

☆

神

掛

け

の

滝

ウ

ォ

ー

ク

（

12

月

上

旬

）

☆

竹

灯

籠

オ

ブ

ジ

ェ

展

示(

12

月

中

旬)

☆

大

宮

地

川

シ

ロ

ウ

オ

祭

り(

２

月

中

旬)

■

市

及

び

新

和

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

関

係

行

事

☆

は

ま

ぼ

う

観

察

週

間(

６

月

30

日

～

７

月

６

日)

☆

新

和

町

敬

老

会

（

９

月

11

日

）

☆

天

草

市

一

斉

避

難

訓

練(

９

月

４

日)

☆

し

ん

わ

楊

貴

妃

祭

り(

11

月

20

日)

４

月

16

日

（

土

）

、

振

興

会

で

は

今

年

も

大

宮

地

地

区

活

動

組

織

と

共

同

で

「

稚

ア

ユ

放

流
」

を

行

い

、

地

域

の

子

ど

も

会

が

参

加

し

ま

し

た
。

熊

本

市

城

南

町

の

養

殖

所

で

６

㎝

ほ

ど

に

育
っ

た

ア

ユ

の

稚

魚

、

１

，

７

０

０

尾

を

大

宮

地

川

へ

放

流

。

こ

の

取

り

組

み

は

、

河

川

の

環

境

意

識

の

啓

発

を

目

的

と

し

毎

年

行

っ

て

い

ま

す

。

子

ど

も

た

ち

は

バ

ケ

ツ

を

手

に

川

へ

稚

ア

ユ

を

放

流

し

ま

し

た

。

秋

ご

ろ

に

は

、

観

察

を

兼

ね

た

ア

ユ

捕

り

体

験

の

実

施

を

予

定

し

て

い

ま

す

。 稚
ア
ユ
を
放
流
！

６
月
12
日
（
日
）
、
生
活
環
境
班
で
は
新
和
町
の

玄
関
口
で
も
あ
る
大
宮
地
バ
ス
停
横
と
は
ま
ぼ
う

駐
車
場
花
壇
２
ヵ
所
に
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
役
員
・
会
員
17
名
が
参
加
し
メ
ラ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
・
日
日
草
・
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
・
の
苗
、

約
４
０
０
本
を
植
替
え
ま
し
た
。

事
前
に
会
員
の
協
力
で
既
存
花
の
撤
去
・
除
草
・

肥
料
散
布
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
短
時
間
で
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
へ
と
咲
き
誇
り
る
様
子
は
、
地
区

住
民
や
通
行
さ
れ
る
方
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

大
宮
地
地
区
振
興
会
へ
寄
付
を
頂
き
ま
し
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

園
田

達
彦

様(

東
京
都
三
鷹
市)

ご
芳
志
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
放
流
の
様
子
】

タンクからバケツへ異動

肥料散布後の耕起の様子 既存花の撤去作業場

活

動

の

報

告

ケーブルテレビの取材の様子

寄付金お礼

花
い
っ
ぱ
い
運
動

はまぼう駐車場花壇 大宮地バス停横花壇


